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||一
九
八
二
年
度
「
偏
見
の
内
部
構
造
に
つ
い
て」
ー
京
都
市
に
お
け
る
市
民
意
識
調
査
を
中
心
と
し
て
l
(
五
月
二
十
九
日)
研
究
員
高
尾
公
矢
ハ
ー
ディ
ン
グ
と
プ
ロ
シャ
ン
ス
キ
ー
ら
は
「
偏
見
と
人
種
関
係」
と
題
す
る
論
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の
な
か
で
人
種
集
団
に
関
す
る
三
つ
の
ア
プ
ロ
ーチ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る。
山
人
種
集
団ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り、
単
一
の
民
族
的
・
宗
教
的
あ
る
い
は
国
家
的
集
団
に
焦
点
を
合
せ、
集
団
の
歴
史
的
発
展、
文
化
的
伝
統、
政
治
的
・
経
済
的
繁
栄
の
変遷
な
ど
を
記
述
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る。
凶
社
会
的
相
互
作
用
ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り、
集
団
関
の
相
互
作
用
に
注
目
し、
と
く
に
競
合、
葛
藤、
調
整、
同
化
な
ど
の
社
会
的
相
互
作
用
の
様
態
を
分
析
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る。
同
社
会
関
係
ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り、
個
人
の
態
度
と
行
動
に
焦
点
を
合
せ、
ま
た
集
団
の
内
部
の
人
に
よっ
て
異
な
る
態
度
お
よ
び
行
動
の
変
化
の
分
析
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る。
今
回
の
発
表
は
主
と
し
て
社
会
関
係
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よっ
て
同
和
地
区
住
民
に
対
す
る
偏
見
の
決
定
因
を
明
ら
か
に
す
る。
ハ
ー
ディ
ン
グ
ら
は
偏
見
を
規
定
し
て
い
る
要
因
と
し
て
①
文
化
的
・
集
団
的
規
範
②
両
親
の
影
響
③
教
育・
社
会
経
済
的
地
位
な
ら
び
に
宗
教
の
影
響
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接
触
⑤
葛
藤・
競
争・
地
位
の
移
動
@
要
求
不
満
な
ら
び
に
敵
意
の
置
換
⑦
信
念
の
適
合
性
@
他
の
認
知
的
要
因
ノ、
⑨パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
を
あ
げ
て
い
る。
ー
ディ
ン
グ
ら
の
よ
う
に
単
一
の
規
定
要
因
の
そ
れ
ぞ
れ
と
偏
見
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る。
た
と
え
ば、
〉ロ
官三
と
同
E5
2
。。品。) 、
krz句。ユ(
巴
忠〉 、
。同5-vぴ己目
(
E
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な
ど
が
あ
る。
し
か
し
な、が
ら、
偏
見
を
規
定
し
て
い
る
多
数
の
要
因
の
う
ち
で、
相
対
的
に
ど
の
要
因
が
強
い
規
定
力
を
もっ
て
い
る
か
に
つい
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い。
一
九
八
O
年
に
京
都
市
が
実
施
し
た
同
和
問
題
意
識
調
査
(
調
査
は
京
都
市
の
委
託
に
よっ
て
磯
村
英
一
お
よ
び
社
団
法
人
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
所
が
企
画
・
実
施
し、
昭
和
五
七
年
三
月
に
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る)
の
デ
ー
タ
を
使
用
し、
再
度
分
析
を
行
い
同
和
地
区
住
民
に
対
す
る
偏
見
を
規
定
し
て
い
る
多
数
の
要
因
の
う
ち
で、
相
対
的
に
ど
の
要
因
が
強
い
規
定
力
を
もっ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る。
そ
こ
で、
同
和
地
区
住
民
に
対
す
る
偏
見
を
規
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
要
因
の
う
ち、
両
親
の
影
響、
教
育
程
度、
接
触、
生
活
の
満
足
度
な
ど
の
諾
要
因
お
よ
び
同
和
問
題
に
つい
て
の
認
知
・
理
解
な
ど
の
諸
要
因
に
よっ
て
外
的
基
準
と
し
て
の
偏
見
が
ど
の
程
度
説
明
さ
れ
る
の
か、
説
明
要
因
の
相
対
的
重
み
は
ど
の
よ
う
に
なっ
て
い
る
か
を
数
量
化
理
論
第
一
類
に
よっ
て
分
析
し
た。
そ
の
際
に
偏
見
ス
ケ
ー
ル
を次
の
よ
う
に
作
成し
た。外
的
基
準
と
し
て
の
偏
見
ス
ケ
ールを
友
人
と
の
交
際
・
結
婚
採
用
に
対
す
る
三
つ
の
場
面
に
つ
い
て
の
態
度
に
よっ
て
構
成
し
よ
う
と
考
え
た。
そ
の
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
を
チェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
数
量
化
理
論
第
三
類
に
よっ
て
パ
タ
ーン
分
析
を
行つ
た。
そ
の
結
果、
第
一
根
は
同
和
地
区
住
民
に
対
す
る
偏
見
の
強
弱
を
弁
別
す
る
軸
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る。
第
二
根
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
対
す
る
あ
い
まい
な
態
度
を
示
す
軸
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る。
第
一
枝
は
同
和
地
区
住
民
に
対
す
る
偏
見
の
強
弱
を
弁
九七
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別
す
る
軸
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で、
こ
れ
を
偏
見ス
ケ
ー
ル
と
し
て
採
用
す
る。
カ
テ
ゴ
リ
ース
コ
ア
は
「
友
人
が
同
和
地
区
出
身
の
人
で
あ
る
と
わ
かっ
た
場
合
っ
き
あ
い
を
や
め
る」
が
もっ
と
も
高
く、
次
い
で「
同
和
地
区
出
身
の
人
で
あ
る
と
わ
かっ
た
場
合
採
用
時
に
は
何
と
か
し
て
断
わ
る」 、
「
同
和
地
区
出
身
の
人
で
あ
る
と
わ
かっ
た
場
合
絶
対
結
婚
を
認
め
な
い」
と
なっ
て
い
る。
し
た
がっ
て、
偏
見
の
最
も
強
い
人
は
親
し
く
つ
き
あっ
て
い
る
友
人
が
同
和
地
区
出
身
の
人
で
あ
る
と
わ
かっ
た
場
合
つ
き
あ
い
を
や
め
る
と
回
答
し
た
人
で
あっ
て、
逆
に
最
も
偏
見
の
弱い
人
は、
子
ど
も
の
結
婚
相
手
が
同
和
地
区
出
身
の
人
で
あ
る
と
わ
かっ
た
場
合
に
か
か
わ
り
な
く
許
す
と
回
答
し
た
人
で
あ
る。
そ
こ
で
最
小
を
0
に
規
準
化
し
て
偏
見ス
ケ
ー
ル
を
作
成
し
た。次
に、
偏
見ス
ケ
ー
ル
を
外
的
規
準
と
し
て
数
量
化
理
論
第
一
類
に
よ
る
分
析
を
行っ
た。
そ
の
結
果、
偏
見
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
最
も
よ
く
き
い
て
い
る
要
因
は、
認
知
で
あ
り、
①
ヒ
ト
が
同
和
問
題
を
知
る
初
期
の
段
階
で
「
口
に
し
て
は
い
け
な
い」
「
つ
き
あっ
て
は
い
け
な
い」
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
カ
テゴ
リ
ー
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
認
知
パ
タ
ー
ン
が
偏
見
の
強
い
規
定
要
因
と
なっ
て
い
る。
②
次
に、
偏
見
を
規
定
す
る
要
因
で
重
要
な
の
は
接
触
で
あ
り、
「
同
和
地
区
の
人
と
つ
き
あっ
た
こ
と
が
ない」
人
に
偏
見
が
強
く、
逆
に
「
親
し
い
人
の
中
に
同
和
地
区
の
人
が
い
る」
と
い
う
人
に
偏
見
が
弱
い
とい
う
知
見
が
得
ら
れ
た。
③
次
に、
偏
見
の
規
定
要
因
と
し
て
注
目
す
ベ
き
要
因は
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
あ
り、
「
世
の
中
の
し
き
た
り
に
従
う
方
が
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
ま
ち
が
い
な
い」
と
す
る
人
に
偏
見
が
強
い。
以
上
の
知
見
が
得
ら
れ
た
が、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
お
よ
び
分
析
方
法
を
駆
使
し
て、
同
和
地
区
住
民
に
対
す
る
偏
見
の
決
定
因
を
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し、
そ
の
こ
と
に
よっ
て
科
学
的
な
教
育
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る。
一
九
八
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「
最
近
の
上
海
を
訪
ね
て」
(
七
月
九
日)
研
究
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 冨
正
巳
筆
者
は
上
海
復
旦
大
学
七
十
七
周
年
記
念
の
学
術
活
動
に
校
友
と
し
て
招
か
れ、
昭
和
五
七
年
五
月
二
五
日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
上
海
を
訪
問
し
た。
宿
泊
所
は
一
般
外
国
客
の
泊
る
ホ
テ
ル
で
は
な
く、
学
内
の
招
待
所
だっ
た
の
で、
旧
師
旧
友、
そ
の
他
の
友
人
に
無
制
限
に
接
触
し、
懇
談、
会
食、
家
庭
訪
問
が
で
き
た。
又
六
月
一
日
に
は 、
庁
マ
レ
l
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
人
の
言
語
生
活U
の
題
で
研
究
発
表
を
行っ
た。
な
お、
滞
在
中
に
学
長、
党
委
員
を
公
式
に
表
敬
訪
問
し、
五
月
二
八
日
の
記
念
日
祝
賀
式
に
は
大
講
堂
の
主
席
台
の
前
列
に
座
席
を
与
え
ら
れ、
周
谷
城
氏
の
隣
席
に
座
二O
O
し
た。
学
長
の
紹
介
の
辞
を
う
け
て、
満
場
の
学
生
を
前
に
挨
拶
し
た。
筆
者
は
学
生
時
代、
こ
の
大
講
堂
で
多
く
の
有
名
幹
部
の
講
演
を
聴
き、
ま
た
毎
期
の
定
期
試
験
を
こ
の
講
堂
で
受
け
た
も
の
で
あ
る。
二
十
九
年
の
後、
客
人
と
し
て
招
か
れ
自
ら
こ
の
主
席
台
に坐っ
た
と
き
は
感
無
量
で
あっ
た。
参
考
に
申
せ
ば、
む
か
し
中
国
の
国
立
大
学
の
試
験
は
全
学
生
を
大
講
堂
に
い
れ、
科
目
ご
と
に
た
て
に
一
列
に
着
席
さ
せ
て、
試
験
を
し
た
も
の
で
あ
る。
科
挙
以
来
の
伝
統
的
方
式
と
聞
く
が、
教
務
部
長
が
試
験
の
総
監
督
と
な
る、
こ
れ
を
総
司
考
と
い
う。
卒
業
試
験
の
と
き
の
総
司
考
は
と
き
の
教
務
部
長
蘇
歩
青
先
生で 、
蘇
先
生
は
現
在
の
学
長
で
あ
る。
当
時
の
学
長
は
陳
望
道
先
生、
中
文
系
の
主
任
は
郭
紹
虞
先
生
で
あ
っ
た。
今
回
の
訪
問
で
最
も
印
象
の
深
かっ
た
こ
と
と
い
え
ば、
や
は
り
こ
の
五
月
二
八
日
の
式
典
で
あっ
た。
今
回
の
招
待
は、
学
長、
党
委
員
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が、
実
際
に
奔
走
し
て
く
れ
た
の
は
中
文
系
の
旧
師
と
旧
友
で
あ
る。
旧
友
も
今
日
で
は
母
校
に
お
る
も
の
は
責
任
を
も
っ
教
授、
主
任、
行
政
幹
部
の
位
置
に
あ
り、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
筆
者
を
支
援
し
て
く
れ
た。
母
校
外
の
大
学、
高
専、
高
校
等
に
働
く
旧
友
も
側
面
か
ら
大
い
に
援
助
を
賜っ
た。
こ
の
報
告
を
記
す
に
当
り、
ま
ず
復
且
大
学
の
学
長、
党
委
員
以
下
の
師
友
に
対
し
満
症
の
感
謝
を
表
す
も
の
で
あ
る。
上
海
で
は、
学
友
の
好
意
で
盛
沢
山
の
予
定
が
用
意
さ
れ
て
い
た
が、
筆
者
は
僅
か
十
日
間
の
滞
在
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
他
大
学
の
参
観
訪
問
を
除
き、
す
べ
て
母
校
内
の
活
動
に
限
定
し、
五
月
二
九
日
の
日
曜
日
の
み
は
旧
友
の
家
庭
を
訪
問
し
た。
そ
の
他
の
日
は
大
抵
夜
は
旧
師
旧
友
を
訪
れ
懇
談
し
た。
ま
た、
御
健
在
の
老
師
を
逐
次
に
訪
問
表
敬
し
た。
筆
者
を
招
待
し
た
旧
友
た
ち
は、
こ
れ
ら
年
老
い
た
老
師
の
元
気
な
う
ち
に
お
会
い
し
て
お
く
と
よ
い
と
い
う
好
意
を
もっ
て
い
た
の
で
あ
る。
前
述
の
研
究
発
表
は、
時
間
は
無
制
限
と
の
事
で、
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
の
三
時
間
を
こ
れ
に
あ
て
た。
そ
の
他
に
日
本
語
系
の
学
生
の
授
業
を
参
観
し、
即
席
の
講
義
を
し
た
が、
こ
の
と
き
筆
者
は
梅
梓
氏
の
「
知
的
生
産
の
技
術」
と
「
K
J
法」
に
つ
い
て
の
解
説を
し
た。
更
に
日
語
系
の
教
員
と
懇
談
会
を
聞
い
た。
中
国
の
教
員
は
研
究
と
共
に
教
育
も
重
視
し
て
い
る
の
が
参
考
に
なっ
た。
中
国
の
大
学
の
外
国
語
教
学
法
は、
伝
統
的
に
大
変
す
ぐ
れ
て
い
る
が、
日
語
系
の
学
生
の
授
業
は
全
く
日
本
語
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
る。
復
旦
大
学
も
胡
風
事
件、
反
右
派
斗
争 、
文
化
大
革
命
の
被
害
で
は
例
外
で
な
く 、
筆
者
の
会っ
た
師
友
の
大
部
分
が、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ、
つ
ま
り
長
い
人
は
二
O
年、
七
i
八
年、
短
い
人
で
も
一
jム一年
の
特
殊
環
境
下
で
の
不
自
由
な
生
活
を
経
験
し
て
い
た。
大
学
は
拡
張
さ
れ、
大
学
の
近
く
の
風
景
も
変っ
て
い
た。
し
か
し、
筆
者
の
万
感
を
さ
そっ
た
の
は
何
と
いっ
て
も、
師
友
の
経
た
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
る
遍
歴
で
あっ
た。
ま
こ
と
に
心
の
痛
む
話
ば
か
り
で
あ
る
が、
今
再
び
職
場
に
帰っ
て
い
る
入
々
の
違
ま
し
い
仕
事
ぶ
り
も
ま
た
一
種
の
壮
観
で
あっ
た。
一
連
の
運
動
は
要
す
る
に
知
識
分
子
を
狙
い
打
ち
に
し
た
も
の
で
あ
る
が、
中
国
文
人
に
は
気
骨
の
伝
統、が
あ
り、
こ
の
苦
難
の
日
を
如
何
様
に
し
て
耐
え
ぬ
い
た
か
は
筆
者
の
最
も
関
心
の
あ
る
所
だっ
た。
人
々
の
中
に
は
老
子
的
な
無
為
に
徹
した
人
も
あ
り、
考
え
ざ
る
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
も
あ
り、
光
明
の
来
る
を
信
じ
て
い
た
人
も
あ
る。
こ
の
試
練
に
耐
え
た
人
々
の
意
外
な
明
る
さ
と
楽
天
的
な
生
活
態
度
に
は
感
ず
る
所
も
深
かっ
た。そ
し
て、筆
者
の
胸
を
打っ
た
の
は、
男
女
の
友
人
を
通
じ
て
無
原
則
な
屈
服
をし
た
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る。
こ
れ
も
蘇
武
牧
羊
以
来
の
伝
統
だ
と
思
う。
筆
者
の
訪
問
は
正
に
人
へ
の
訪
問
で
あ
り、
観
光
見
物
的
要
素
は
皆
無
で
あっ
た。
二
十
九
年
ぶ
り
に
会っ
た
人
々
と
懇
談
し、
漢
語
を
は
じ
め
新
し
い
研
究
成
果
に
接
す
研
究
例
会
報
告
る
こ
と
に
忙
し
かっ
た。
し
か
し、
そ
れ
で
も
眼
に
映
り、
手
で
触
れ
た
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
る。
以
下
二
十
九
年
の
感
慨
を
こ
め
て、
印
象
深
い
こ
と
に
つ
い
て
若
干
記
す。
O
上
海
空
港
に
て
往
年
の
虹
橋
空
港
で
上
海
市
の
西
南
方
に
あ
る
が、
国
際
空
港
と
し
て
は
簡
値
不
便
の
一
語
に
尽
き
る。
参
考
の
為
に
税
関
の
関
税
領
収
証
の
内
訳
を
示
す。
中
華
人
民
共
和
国
上
海
海
関
入
国
旅
客
携
帯
荷
物
物
品
税
納
税
証
品
名
及
び
規
格
数
量
一 税
四 金O 額
l 元
関
税
一 完
四 税
税
率
%
外
国
製
目
覚
し
時
計
一
O
O
%
七
コ
折
た
た
み
傘
六
本
一
OO
%
。
。
靴
下
一
二
足
八
一
五O
%
合
計
で
一
八
八
元
(
約
二
八
二
OO
円)
と
な
る
が、
こ
れ
は
み
や
げ
又
は
礼
品
と
し
て
持
込
ん
だ
も
の
で
あ
る。
賛
沢口伺
の
靴
下
は
も
と
よ
り
日
用
の
傘
に
ま
で
税
が
か
か
る
と
こ
ろ
か
ら 、
旅
行
者
本
人
の
使
用
品
以
外
に
は
か
な
り
広
範
囲
に
税
が
か
か
る
と
見
ら
れ
る。
こ
の
税
額
は
非
常
に
好
意
的に
低
額
に
計
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が、
好
意
的
配
慮
は
が
関
税
完
税
価
格H
を
低
く
評
価
し
た
こ
と
と、
他
に
持っ
て
いっ
た
相
当
量
の
文
房
具
類
を
無
視
し
て
く
れ
た
こ
と
に
表
れ
て
い
た
と
思
う。
出
国
の
際
の
検
査
の
重
点
は
書
籍、
骨
輩 、
書
画
等
の
文
物
の
流
出
監
視
に
あっ
た。
書
籍
は
公
開
販
売
さ
れ
て
い
な
い
庁
内
部
出
版H
の
段
階
の
も
の
は
一
切
不
可
で
あ
る。
公
開
販
売
な
ら
ば
裏
表
紙
の
片
す
み
に
よ机
一
書号H
の
番
号
と
価
格
が
印
刷
さ
れ
て
い
る。
こ
れ
が
な
け
れ
ば、
こ
の
本
は
未
公
開
の
内
部
資
料
と
い
う
こ
と
で
禁
令
に
ひっ
か
か
る。
書
画
も
骨
董
価
値
に
よ
り
禁
令
が
あ
る
他、
生
存
す
る
有
名
人
の
筆
。
研
究
例会
報
告
に
な
る
も
の
で
も
禁
令
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
る。
但
し
こ
の
と
き
は、
こ
の
書
画
が
確
か
に
そ
の
旅
行
者
に
贈
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
文
字
が
書
画
に
書
き
こ
ま
れ
で
あ
れ
ば
通
過
す
る。
O
空
港
か
ら
市
区
北
部
の
校
舎
ま
で
郊
外
区
を
通
過
す
る
と
き、
農
村
人
民
公
社
が
見
え
た
が、
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
式
の
長
屋
の
建
設
が
目
に
つ
い
た
他
に、
印
象
に
残っ
た
の
は
巨
大
な
並
木
で、
郊
外
で
も
市
内
で
も
大
い
に
目
立っ
た。
こ
れ
は
一
つ
の
政
権
政
府
が
と
に
か
く
数
十
年
続
い
て
来
た
こ
と
の
反
映
と
解
さ
れ
る。
市
内
で
は
お
ぼ
え
の
あ
る
商
庖
の
前
を
通
過
し
た
が、
表
通
り
の
側
に
煉
瓦
を
つ
み
あ
げ
て
ショ
l
ウ
イ
ン
、ド
ウ
をつ
ぶ
し
て
い
る
の
も
多
かっ
た。
従っ
て
街
並
み
は
一
般
に
汚
な
く
なっ
て
い
た
が
た
だ
巨
大
な
街
路
樹
が
そ
れ
を
救っ
て
い
る。
南
京
路 、
西
蔵
路
な
ど
の
大
道
は
旧
来
の
車
道
両辺
に
自
転
車
道
を
設
け
た
の
で、
自
動
車
が
通
れ
る
の
は
も
と
の
車
道
の
半
分
か
ら
三
分
の
一
の
幅
で
あ
る。
自
動
信
号
は
少
な
く、
交
通
巡
査
の
手
信
号
が
多
い。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
が、
車
道
を
従
横
に
間
歩
す
る
市
民
が
多
い。
近
年
の
小
説
《
喬
廠
長
上
任
記》《
喬
廠
長
後
伝》
(
蒋
子
竜
作)
の
中
に、
労
働
者
が
規
則
を
守
ら
ず
乱
れ
て
い
た
工
場
が、
喬
廠
長
の
努
力
で
改
善
さ
れ、
労
の
合
図
が
さ
れ
る
と
労
働
者
は
一
斉
に
現
場
に
入
り、
屋
外
はゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
の
よ
う
に
静
か
に
なっ
たd
と
い
う
下
り
が
あ
る。
上
海
の
車
道
を
歩
く
市
民
の
許
す
べ
か
ら
ざ
る
規
則
無
視
は
多
分
中
国
労
働
者
の
意
識
形
態
が
四
つ
の
現
代
化
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
こ
と
の
反
映
か
も
知
れ
な
い。
疾
駆
す
る
パ
ス
の
一
メ
ー
ト
ル
程
の
直
前
を
斜
に
横
切
る
自
転
車、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
運
転
手、
こ
こ
で
双
方
と
も
高
度
の
技
術
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
上
海
全
体
の
交
通
体
系
の
現
代
化
を
妨
げ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る。
も
し
も
こ
の
人
達
の
持
つ
運
転
技
術 、
機
二
O
ニ
敏
さ
を
産
業
の
現
代
化
に
も
ち
こ
め
ば、
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
だ
ろ
う。
機
敏
さ、
胆
力、
判
断
力
な
ど
の
人
民
の
も
つ
潜
在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を一
定
の
方
向
の
も
と
に
馴
服
さ
せ
る
だ
け
で
現
代
化
は
大
い
に
加
速
す
る
か
も
知
れ
な
い。
筆
者
は
上
海
の
車
道
の
規
則
践
閥 、
交
通
の
不
秩
序
は
今
後
の
中
国
の
四
つ
の
現
代
化
の
進
み
具
合
い
を
計
る
ひ
と
つ
の
目
安
だ
と
思
う
に
至っ
た。
こ
れ
は一
つ
の
思
想
問
題
で
あ
り、
重
要
な
上
部
構
造
だ。
但
し
筆
者
も、
車
道
上
の
M
人
と
車
の
相
克H
は、
正
に
人
権
と
P
車
権。
の
た
た
かい
だ
と
考
え
れ
ば、
こ
の
社
会
は
人
の
方
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
反
省
す
る。
ま
た
社
会
の
現
代
化
の
過
程
は
畢
寛
人
間
無
視
の
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば、
余
り
軽
率
な
断
定
も
で
き
な
い
と
感
ず
る。
今
の
中
国
に
は
日
本
人
と
し
て
根
底か
ら
反
省
す
べ
き
問
題
が
沢
山
こ
ろ
がっ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
O
建
設
の
進
展
上
海
の
拡
大
発
展
に
は
二
つ
の
側
面
が
あっ
た。
一
つ
は
郊
外
に
全
く
新
し
い
大
団
地
を
創
り
出
す
や
り
方。
筆
者
は
た
ま
た
ま
目
に
入っ
た
も
の
し
か
知
ら
な
い
が、
こ
の
新
し
い
建
設
に
は
観
る
可
き
も
の
が
あっ
た。も
う
一
つ
は
旧
市
区
内
の
未
開
発
部
に
個
人
が
小
さ
な
家
を
不
規
則
に
建
て
る
や
り
方
で
あ
る。
こ
れ
は
新
た
な
細
民
街
の
庁
就
増
殖
で
あ
る
が、
こ
れ
に
公
的
資
金
が
出
さ
れ
る
筈
は
な
い
の
で、こ
の
建
築
資
材
は
如
何
に
し
て
調
達
さ
れ
た
か
に
興
味
が
あっ
た
が、
そ
れ
は
聞
き
そ
び
れ
た。
社
会
主
義
の
統
一
計
画
経
済
の
社
会
の
中
に、
な
お
こ
れ
だ
け
の
自
由
発
展
の
余
地
が
あ
る
の
は
一
体
如
何
な
る
理
由
か。
筆
者
は
こ
の
点
を
む
し
ろ
肯
定
的
に
評
価し
た
い。
O
レ
ス
ト
ラ
ン
飲
食
庖
の
減
少
中
国
料
理
が
世
界
に
冠
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が、
上
海
は
昔
か
ら
こ
の
方
面
で
は
こ
と
の
ほ
か
恵
ま
れ
て
い
た。
と
こ
ろ
が、
数
回
の
草
命
的
運
動
の
都
度
飲
食
庖
が
閉
鎖
さ
れ
昨
今
では
歴
史
的
な
名
庄
で
さ
え
も
看
板
が
な
く
なっ
た
も
の
が
あ
る。
筆
者
の
全
く
の
印
象
だ
け
の
感
じ
で
は
屈
は
む
か
し
の
五
分
の
一
ぐ
ら
い
に
減っ
て
い
た
程
だ
か
ら、
実
際
に
は
半
分
ぐ
ら
い
に
は
減っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
一
方
上
海
の
人
口
は
増
え
て
一
千
万
を
は
る
か
に
越
す
世
界
最
大
の
都
市
に
なっ
た
の
だ
か
ら、
飲
食
庖の
数
は
人
口
に
比
べ
て
相
対
的
に
よ
り
一
層
減っ
た
こ
と
に
な
る。
し
か
し
市
場
に
は
生
鮮
食
料
は
か
な
り
豊
富
に
出
廻っ
て
い
る
の
だ
か
ら
何
故
こ
の
よ
う
に
飲
食
庖
ば
か
り
が
制
限
さ
れ
で
い
る
の
か
不
可
解
で
あっ
た。
な
お、
飲
食
倍
以
外
の
有
名
屈
の
名
称
は
徐
々
に
回
復
し
つ
つ
あ
り、
例
え
ば
眼
鏡
の
M
呉
良
材。 、
絹も
の
の
H
老
介
福H
の
名
が
よ
み
が
えっ
て
い
た。
但
し
こ
ん
な
こ
と
は
稀
な
こ
と
で
あ
る。
O
人
の
暮
し
大
学
の
旧
師
は
年
令
に
か
か
わ
ら
ず、
現
役
の
専
任
と
し
て
遇
せ
ら
れ、
大
学
の
宿
舎
に、
ま
た
本
来
の
私
宅
に
住
ん
で
居
ら
れ
た。
老
先
生
た
ち
は
概
ね
研
究
生(
院
生)
の
指
導
に
当っ
て
居
ら
れ
る。
院
生
た
ち
は
老
先
生
の
宅
に
参
上
し
て
指
導
を
受
け
て
い
た。
し
か
し、
中
に
は
そ
の
指
導
も
不
自
由
な
老
先
生
が
居
ら
れ
る
の
で、
研
究
生
ハ
修
土
と
博
土
の
両
コ
lス
が
あ
る〉
の
実
際
の
指
導
は
中
堅一
の
玉
0
1
六O
才
台
の
教
授、
助
教
授
が
行
な
う
こ
と
が
多
い。
こ
の
よ
う
に
一
種
の
た
て
ま
え
と
実
体
の
ず
大
学
の
卒
業
生
は、
当
初
の
統
一
分
配(
就
職
の
統
一
的
決
定)
に
よ
り、
生
涯
の
運
命
を
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
や
す
い。
卒
業
後
大
学
はじ
め
諸
学
校
に
配
置
さ
れ
た
者
不
運
が
あ
る。
殆
ん
ど
全
員
が
地
方
の
高
校
中
学
に
配
置
さ
れ
る
場
合
も
あ
る。
の
年
令
に
達
す
る
と
中
高
教
員
に
は
停
年
が
あ
る
が、
退
職
し
た
あ
と
再
び
労
働
組
合
や
工
場
が
経
営
す
る
学
校
に
就
職
し、
年
金
を
差
引
い
た
程
度
の
給
料
を
とっ
て
い
た。
研究例会報告
O
大
学
の
状
況
中
国
の
学
校
制
度
で
は
中
学
を
初
級
中
学、
高
校
を
高
級
中
学
と
い
い、
中
高
校
を
中
学
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
多
い。
現
在
は
六、一一一 、
三
制
を
復
活
し
て
学
力
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
る
が、
そ
の
た
め
に
市
の
重
点
中
学、
区
の
重
点
中
学
な
る
も
の
が
あ
り 、
エ
リ
ー
ト
進
学
校
と
なっ
て
い
る。
そ
こ
に
入
学
す
る
の
は
学
生
本
人
の
力
が
必
要
だ
が、
一
且
入
学
す
れ
ば
受
験
勉
強
の
上
で
明
ら
か
に
有
利
で
あ
る。
こ
れ
か
ら
の
中
国
が
学
歴
重
視
の
社
会
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る。
重
点
学
校
の
制
度
は
大
学
に
も
及
び 、
例
え
ば
復
立
大
学
や
北
京
大
学
は
超
重
点
大
学
に
算
え
ら
れ
る。
文
革
十
年
は
学
問
の
研
究
活
動
に
も
荒
廃
を
も
た
ら
し
た。
制
度
そ
の
も
の
に
さ
ま
ざ
ま
な
破
壊
が
加
え
ら
れ
た
う
え、
復
旦
で
は
四
年
間
に
わ
た
り
学
生
募
集
の
停
止
が
あ
り、
大
き
な
空
白
を
つ
くっ
た。
こ
の
傷
痕
を
癒
す
た
め
に
大
き
な
努
力
が
払
わ
れ、
現
在
で
は
大
体
復
興
は
軌
道
に
乗っ
て
い
る。
復
且
大
学
は
研
究
者
の
養
成
を
目
的
と
す
る
総
合
大
学
で、
現
在
学
生
数
お
よ
そ
六O
O
O
人、
教
職
員
四
O
O
O
人、
う
ち
教
員
二
0
0
0
人
で
あ
る。
大
学
の
使
命
に
鑑
み、
全
般
に
わ
たっ
て
量
よ
り
も
質
を
重
視し
て
い
る。
ま
た
諸
外
国
の
大
学
と
の
提
携
協
定
が
活
殺
に
進
行
し
て
い
る
が、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
に
対
応
し
て
大
い
に
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る。
O
中
国
語
文
学
系
学
生
は
一
年
次
約
八
O
名、
そ
の
う
ち
二
O
名
が
言
語
専
攻 、
六O
名
が
文
学
専
攻
で
あ
る。
学
生
に
は
本
科
学
生、
研
究
生
(
修
士、
博
士) 、
中
高
教
員
研
修
生
な
ど
が
あ
り、
教
師
は
合
計
一
二
O
名
(
う
ち
教
授
二ハ
名、
副
教
授
二ハ
名、
講
師
六
二
名)
定
居
る。
筆
者
の
学
生
時
代
の
教
師
越
景
深、
張
世
禄、
蒋
天
枢 、
郭
紹
虞、
買
植
芳
ら
の
老
先
生
は
今
な
お
健
在
で
あ
ら
れ
る
が、
全
般
的
に
世
代
交
替
が
進
み
つ
つ
あ
る。
O
人
々
の
考
え
方
二
O一ニ
研
究
例会
報
告
冒
頭
に
若
干
述
べ
た
が、
文
革
や
そ
れ
以
前
の
M
革
命
的H
な
運
動
が、
知
識
分
子
に
与
え
た
傷
痕は
ま
こ
と
に
深
い
も
の
が
あ
る。
人
々
は
も
う
二
度
と
五
0
年
代
前
半
の
如
き
天
真
さ
に
返
る
こ
と
は
あ
る
ま
い。
し
か
し
又
建
国
当
初
の
牧
歌
時
代
を
な
つ
か
し
く
回
顧
す
る
の
か
も
知
れ
な
い。
筆
者
は
た
ま
た
ま
解
放
前
後
の
動
揺
期
に
好
機
を
得
て
中
国
の
大
学
に
学
ぶ
こ
と
を
得
た
の
で、
今
日
多
く
の
旧
師
旧
友
に
校
友
や
同
学
と
し
て
迎
え
ら
れ
た。
中
国
人
の
通
念
に
よ
れ
ば
M
同
学H
(
学
友)
は
兄
弟
に
次
ぐ
深
い
関
係
で
あ
り、
老
師
(
そ
の
夫
人
を
師
母
と
い
う)
は
父
母
に
も
ま
さ
る
存
在
で
あ
る。
遇
然
の
た
ま
も
の
と
し
て 、
筆
者
は
中
国
人
社
会
の
中
に
師
友
を
持
ち
得
た
し、
彼
ら
も
筆
者
を
弟
子
・
学
友
と
し
て
持っ
た
の
で
あ
る。
今
年
五
月
は、
ま
だ
歴
史
教
科
書
事
件
も
な
く、
日
本
の
T
V
ド
ラ
マ
姿
三
四
郎
が
中
国
聴
衆
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
直
後
で
あっ
た。
零
囲
気
は
悪
く
は
な
かっ
た。
し
か
し一
人
の
学
友
は
H
日
本
人
が
判
ら
な
い、
日
本
の
文
し
か
し、
戦
争
中
に
示
さ
れ
た
同
じ
日
本
人
の
乱
暴
な
行
為
と
そ
れ
ら
は一
体
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か。
そ
れ
が
判
ら
な
いH
と
筆
者
の
顔
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
嘆
い
て
い
た。
ま
さ
にア
ジ
ア
の
近
隣
の
人
々
の
声
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う。
上
海
を
去
る
に
当
り、
す
べ
て
の
人
が
グま
た
帰っ
て
来
いH
と
言
葉
会
投
げ
て
く
れ
た
が、
筆
者
は
東
洋
大
学
の一
員
と
し
て、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る
可
き
か、
今
は
そ
れ
を
考
え
て
い
る
所
で
あ
る。
こ
の
場
所
を
か
り
で、
蘇
歩
青
校
長、
徐
常太
副
校
長、
胡
裕
樹
主
任、
蒋
孔
陽
先
生、
濃
之
珍
先
生、
章
培
恒
先
生
ら
御
厚
誼
を
賜っ
た
諸
先
生
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る。
0 
四
「
シ
ヌ
グ
祭
租
と
村
落
社
会」
i
沖
縄
本
部
町辺
名
地
調
査
報
告
l
(
ス
ラ
イ
ド
使
用)
(
十
月
九
日)
研
究
員
高
橋
統
一
・
大
越
平
別
掲
「
沖
縄辺
名
地
の
社
会
人
類
学
的
調
査
I」
lシ
ヌ
グ
祭
記
と
村
落
構
造
i
参
照。
研
究
例会
報告
とlす
い
捉
ニ
O六
「
韓
国
教
育
事
情
の
予
備
調
査
か
ら」
(
ス
ラ
イ
ド
使
用)
〈
二
月
五
日)
研
究
員
倉
内
史
郎
昭
和
五
十
六
年
度
研
究
計
画
に
よ
る
韓
国
社
会
教
育
調
査
の
際
の
見
聞
の
報
告
で
あ
る
訪
問
し
た
三
大
学
||
建
国
大
学
校 、
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
校、
啓
明
大
学
校
i1は、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
特
色
を
も
っ
大
学で
あっ
た。
韓
国
の
最
近
の
急
速
な
発
展
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が、
そ
の
文
化
的
背
景
(
ま
た
は
土
台〉
の一
端
が
大
学
の
充
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
た。
大
郎
郷
校
は、
郷
校
の
典型
的
な
形
態
を
維
持
し
て
お
り、
儒
教
の
伝
統
を
守
る
と
と
も
に、
市
民
に
対
す
る
教
養
講
座
の
開
設
な
ど
社
会
教
育
活
動
の
拠
点
に
なっ
て
い
る。
成
均
館
を
頂
点
と
す
る
儒
教
教
育の
体
系
が、
現
在
の
韓
国
の
意
識
構
造
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
は、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る。
平
生
教
育
機
構
副
会
長
の
金
昇
漢
博士
(
前
中
央日
報
主
筆)
の
説
明
に
よ
る
と、
全
斗
煉
政
権
下
の
新
憲
法
(一
九
八
O
年
一
0
5
5
主
主
l
E
2
包
民間昨日。ロ
||
の
振
興
を
う
たっ
て
い
る
が、
生
涯
教
育
を
憲
法
で
規
定
し
た
の
は
韓
国
が
世
界で
最
初で
あ
る
と
の
こ
と。
そ
の
具
体
的
な
施
策
は、
八
0
年
代
の
教
育
的
課
題
で
あ
る
と
い
え
る。
韓
国
側
か
ら
日
本
に
対
す
る
関
心
が
高
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た。
し
か
し、
日
本
側
か
ら
隣
国
に
目
を
向
け
る
こ
と
は、
あ
ま
り
多
く
な
い。
こ
う
し
た一
方
通
行
的
な
関
係
は
し
だ
い
に
是
正
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う。
研究例会報
告
ニ
O七
調査・
研
究
活
動
調
査
研
究
活
動
員
明
員
矢
町
日
結発で査査
る
」
け
二
O
八
嘉
員
南
西
諸
島
の
祭
杷
組
織
に
関
す
る
社
会
人
類
学
的
調
査
研
究
員
高
橋
統
研
究
員
大
越
公
平
第一
次
調
査
昭
和
五
十
七
年
五
月
十
四
j
二
十
日
民
俗
的
特
質
に
つ
い
て
助
言
を
得
て、
夏
季
の
本
調
査
を
実
施
す
る
候
補
地
区
を
検
討
し
た。
ま
た、
津
波
高
志
琉
球
大
学
講
師
の
助
言
お
よ
び
本
学
出
身
の
津
波
太
一
氏
の
案
内
に
よ
り、
本
部
町
辺
名
地
と
名
護
市
瀬
嵩
を
訪
問
し、
夏
季
を
中
心
に
行
わ
れ
る
諸
祭
杷
に
つ
い
て
区
長
に
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
し
た。
そ
の
結
果、
前
者
は
祭
記
組
織
の
要
で
あ
る
ノ
ロ
(
女
性
祭
司)
が
村
落
の
構
成
員
で
あ
る
の
に
対
し、
後
者
は
他
村
落
の
構
成
員
が
出
張
し
て
来
て
祭
司
の
任
に
あ
た
る
点
に
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ、
組
織
の
構
成
も
前
者
が
よ
り
明
確
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
点
が
う
か
が
え
た。
こ
の
こ
と
か
村
落
を
本
部
町
辺
名
地
と
し
た。
第
二
次
調
査
昭
和
五
十
七
年
八
月
三
十
日
1
九
月
十
三
日
シ
ヌ
グ
祭
加
の
実
見
に
先
立
ち、
村
落
組
織
に
関
す
る
資
料
を
町
役
場、
教
育
委
員
会
な
ど
で
収
集
し
た。
シ
ヌ
グ
祭
加
は、
ム
ラ
の
人
び
と
の
協
力
で、
準
備
段
階
か
ら
後
片け
の
段
階
ま
で、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
祭
杷
過
程
を
七
日
間
に
わ
たっ
て
実
見
し
た。
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は、
十
月
九
日
の
公
開
研
究
例
会
で
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
な
が
ら
報
告
し、
加
え
て、
我
々
の
祭
記
過
程
分
析モ
デ
ル
を
紹
介し
た。
第
三
次
調
査
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
九
日
j
三
十
日
シ
ヌ
グ
祭
聞
に
関
す
る
ム
ラ
の
人
び
と
の
解
釈、
す
な
わ
ち
民
俗モ
デ
ル
の
把
握
に
努
め
た。
祭
間
過
程
に
つ
い
て
は
意
味
不
明
で
あ
る
が、
伝
承
の
ま
ま
に
行っ
て
い
る
と
い
う
返
答
が
多
かっ
た。
ま
た、
九
月
に
行
わ
れ
た
祭
加
で
は、
す
で
に
省
略
さ
れ
て
し
まっ
た
過
程
の
一
部
に
つ
い
て
聴
き
書
き
を
も
実
施
し、
祭
杷
の
全
体
を
把
握
し
た。
さ
ら
に、
公
開
研
究
例
会
で
紹
介
し
た
分
析モ
デ
ル
と
の
比
較
検
討
を
行っ
た。
こ
の
点
に
つ
い
て
は、
比
嘉
政
夫
琉
球
大
学
教
授
か
ら
貴
重
な
助
言
を
得
た。
今
回
の
調
査
研
究
は、
本
研
究
年
報
の
「
沖
縄辺
名
地
の
社
会
人
類
学
的
調
査
I
lシ
ヌ
グ
祭
な
お、
来
年
度
研
究
予
定
の
テ
l
て
「
清
明
察と
問
中
組
織」
に
関
す
る
予
備
的
調
査
を
試
み 、
さ
ら
に、
「
呪
的
・
宗
教
的
職
能
者
と
村
落
組
織」
と
い
う
テ
l
マ
設
調査・
研
究
活
動
定
を
予
定
し
て、
ユ
タ(
呪
的
・
宗
教
的
職
能
者)
へ
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
も
試
み
た。
明
代
西
南
民
族
研
究
研
究
員
谷
口
房
男
中
国
少
数
民
族
の
歴
史、
と
り
わ
け
明
代
に
お
け
る
西
南
民
族
の
歴
史
に
つ
い
て
関
心
を
抱
き、
そ
の
史
料
の
収
集
・
整
理
を
す
す
め
て
き
て
い
る
が、
そ
れ
ら
と
の
関
連
に
お
い
て、
一
九
八
二
年
十
一
月
二
十
三
日
よ
り二
十
六
日
ま
で
関
西
に
出
張
し、
国
立
民
族
学
博
物
館
を
訪
問
し
た。
そ
の
主
た
る
目
的
は、
最
近
の
中
国
少
数
民
族
研
究
に
関
す
る
現
状
に
つ
い
て
ニ
O九
の
情
報
収
集
と
意
見
交
換 、
口
国
立
民
族
学
博
物
館の
図
書
館
と
展
示・
陳
列
物
の
見
学
で
あっ
た。
と
く
に
ヤ
オ
(
瑠)
族
を
は
じ
め
と
し
て
華
南
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
の
山
地
民
を
研
究
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろの
竹
村
卓
ニ
教
授
と
面
会
し、
中
国の
民
族
学
研
究
や
西
南
民
族
研
究
の
現
状
につ
い
て
情
報
交
換
を
行っ
た。
そ
の
後、
図
書
館
を
見
学
し
て
収
書
状
況
や
施
設
の
概
況
につ
い
て
説
明
を
う
け
た。
員
日
い
二
一
O
傍 、
ン
